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共用法の理念
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• 目的 (第一条): ｢先端大型研究施設の共用の
促進によって科学技術の振興に寄与する｣

社会の要請に応じて､ 広いターゲットをカ
バー｡ 産業と学術が､ 対等な立場で協調しな
がら成果を創出
(cf. 大学共同利用機関法人法 第二十九条 第二項 大学共
同利用機関の施設及び設備等を大学の教員その他の者で
当該大学共同利用機関の行う研究と同一の研究に従事す
るものの利用に供すること。 )

• 政府の責務 (第三条): ｢先端大型研究施設
の共用を促進するために必要な措置を講じる
ように努める｣



特定先端大型研究施設
利用促進交付金
（施設の利用促進に必要な業務：14億円）

◆利用促進業務
（登録機関として行う業務）

高輝度光科学研究ｾﾝﾀｰ(JASRI)

◆施設の運転・維持管理等

理化学研究所
運営費交付金（526億円）の内数

特定先端大型研究施設
運営費等補助金
（共用施設の運転・維持管理
SPring-8 ：84億円、SACLA：56億円）

理化学研究所 （施設設置者）
（放射光科学総合研究センター）

（29年度予算額）（29年度予算額）

（29年度予算額）

◆光科学の先端拠点と
しての研究開発

◆特定先端大型研究
施設の共用

国（政府）

特定先端大型研究施設の共用の促進に関する基本的な方針

SPring-8/SACLAは、国立研究開発法人理化学研究所と公益財団法人高輝度光科学研究
センター（Japan Synchrotron Radiation Research Institute、JASRI）とが、連携して運営
している。

共用法の運用: 
SPring-8/SACLAの運営形態
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一
部
業
務
の
委
託

（特定先端大型研究施設の設置者の業務） 第五条 （登録等） 第八条
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利用者選定システム
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特定放射光施設（SPring-8/SACLA）に係る登録施設利用促進機関 JASRI

SACLA
利用研究課題

審査委員会（PRC）

SPring-8選定委員会

産業利用
分科会

SPring-8
利用研究課題

審査委員会(PRC)

生命科学
分科会

散乱・回折
分科会

XAFS・蛍光
分析分科会

分光
分科会

長期利用
分科会

レフェリー レフェリーレフェリー レフェリー レフェリー

社会・文化
利用分科会

レフェリー

パートナーユーザー
（PU）審査委員会

専用施設
審査委員会

SPring-8/SACLA
成果審査委員会

成果の公表状況等を選定委員会に報告

各審査委員会が審査した結果を審議

新分野創成利用
審査委員会

SACLA選定委員会

課題選定に係わる委員および
レフェリーの総数は約350人

共用BL年間申請課題数
・SPring-8 約2,000課題/年、採択率 約65％
・SACLA 約 130課題/年、採択率 約50％



成果: SPring-8の利用者数・利用課題数・論文数
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利用者数 利用課題数

年間の延べ利用者数：約1万6000人

産業界の利用課題数は全体の20%前後

年
間
論
文
数

論文発行年

SPring-8 は日本の総論文数の約１％を担う

2年経過後（2016年9月現在）の被引用トップ1％論文割合は2.36％

2016年9月30日現在年別発表論文数と被引用状況
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自動車用触媒､ エコタイヤ等､ 様々な製品が大きな市場規模を達成｡
製薬中心の海外放射光施設と大きな違い。

第3回量子ビーム小委員会資料 (H28/12/15)



業界団体を対象に、業界内の大問題に取り組む

個々の会社による放射光利用

業界団体と学術グループ の連携研究

「分析ツール」から「経営戦略ツール」へ

・JASRI産業利用推進室
・兵庫県ビームライン

SPring-8が、産業界（課題の提示：材料開発・製造プロセス）
と知・学術（解決法の探求：基礎・応用研究）をつなぐ

Industry Academia

SPring-8が取り組む産業界との連携：
産業利用から産産学学連携へ
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岩澤康裕 教授 小久見善八 教授Ene-farm

革新的研究開発推進プログラムImPACT
(2014～； 3～5年, 30-50億円/プログラム)

・ SPring-8を用いた科学技術イノベーション戦略
クリーンイノベーション、健康長寿、次世代インフラ整備、地域再生、復興再生を加速

素材の強化からシステム化へ 社会のパラダイムをシフト

・「富士山ワークショップ」、 「SACLAシンポジウム2015」を開催
施設代表と企業経営陣が、放射光施設利用の新たな可能性を模索

・ ImPACTやSIP等でSPring-8/SACLA本格利用に機運

第3回量子ビーム小委員会資料 (H28/12/15)



運転時間の着実な確保
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SPring-8の運転時間の推移



まとめ
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• 共用法の理念に基づき､ ｢社会の要請に応え
続ける｣ 先端大型研究施設が形成

• SPring-8は､ 着実に確保された運転時間のもと
で､ 目覚ましい産業･学術の成果を上げている


